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１．は じ め に
少子化に伴う小児病棟の閉鎖が社会問題になってい
るが、医療の進歩・発展に伴うNICU問題、小児在宅
医療、臓器移植などの新たな課題も出現してきており、
小児医療の担い手である看護師教育の充実が求められ
ている。ところが、小児看護学臨地実習における病棟
実習期間は短縮傾向にあり、子どもと接した経験のな
い学生の増加とも相まって、小児看護技術の習得が困
難になってきている????。そのため、小児看護技術教育
における学内演習が重要視されてきており、グループ
方式やチェックカードを取り入れた学内演習の取り組
みなどが報告されている????。
しかし学内演習を展開するには演習のための備品・
物品、授業時間数、教員数の確保が必要である。その
ため、限られた条件の中で効果的な学内演習を行うに
はどうしたらよいのか、筆者らは試行錯誤を重ねてき
た。その結論には至っていないが、実習で学生が戸惑
うことなく積極的に子どもと関われるよう、実習中に
体験することの多い看護技術については学内演習を実
施している。
そこで、筆者らが実施している小児看護学領域にお
ける学内看護技術演習（バイタルサイン測定、発育測
定、清拭、着脱、ベッド柵の取扱い）の授業展開を紹
介する。
２．小児看護学の位置づけ
本学における小児看護学は、専門科目群の中に位置
づけられている。その科目は成長発達過程にある子ど
もと家族の特徴を学習する「小児看護学総論」、小児に
多くみられる疾患を学習する「小児看護学?」、健康障
害による影響と介入方法を学習する「小児看護学?」、
健康問題を抱えた子どもの看護過程の展開と看護援助
技術を学習する「小児看護学?」、子どもの健康問題と
関連する医療・保健・福祉の動向を学習する「小児看
護学特論」である。履修時期は、「小児看護学総論」と
「小児看護学?」は２年次前期、「小児看護学?」は２
年次後期、「小児看護学?」は３年次前期、「小児看護
学特論」は４年次後期である。なお、「小児看護学特論」
は選択科目となっている。
３．小児看護学実習の状況
小児看護学実習は、成人看護学実習、老年看護学実
習、母性看護学実習、精神看護学実習とともに臨床看
護学実習に位置している。実施時期は３年次後期で、
実習期間は２週間である。実習は保育園、小児科関連
部門（産科病棟・新生児集中治療室・小児集中治療室・
特別支援学校）、病棟の３施設で実施し、実習日数は保
育園が３日間（含む学内１日）、小児科関連部門が２日
間、小児病棟実習が５日間（含む学内１日間）である。
保育園実習の主な目標は「健康な乳幼児の特性を理
解し、成長発達に応じた関わりができる」、小児科関連
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１）群馬パース大学保健科学部看護学科
部門実習の主な目標は「子どもが医療を受けるさまざ
まな場と看護師の役割について理解できる」、病棟実習
の主な目標は「健康障害をかかえる子どもと家族の健
康問題に応じた看護過程が展開できる」と「子どもの
特性を踏まえた基本的な看護援助が実施できる」であ
る。
４．小児看護技術教育の内容と方法（表１)
基礎看護技術については、すでに基礎看護学領域で
実施しているが、小児看護の対象は成長発達過程にあ
る小児であることから、小児特有のアプローチを必要
とする。このため、小児看護学領域ではすでに基礎看
護学領域で学習した内容を含みつつも、母性看護学領
域との重なりを調整した内容の看護技術教育を実施し
ている。
方法としては、子どもと接した経験のない学生が多
いことから、「大人用と子ども用の実物の備品・物品を
見て比較する」「VTRなどの視聴覚教材で実際の子ど
もの様子を視聴する」「事例を基に考える」により、学
生が実際の子どもや家族の状況をイメージできるよう
にしている。
５．小児看護学領域における学内
看護技術演習の展開方法
学内演習は、５～６名を１グループとしてグループ
形式で実施している。今年度の「小児看護学?」を履
修している学生は82名のため16グループを編成した。
さらに、備品・物品が限られていることから16グルー
プを半分の８グループに分け、前半、後半で看護技術
演習を実施した。前半８グループが看護技術演習をし
ている間、後半８グループは看護過程展開演習を行い、
翌週は前半と後半をチェンジした。指導体制は専任教
員２名、非常勤の演習補助教員１名の計３名で、１名
は看護技術演習グループと看護過程展開演習グループ
の統括を行った。看護技術演習の展開方法は以下の通
りである。
１）事前学習（図１）
はじめに講義を行い、看護技術演習ノート用紙を配
布する。看護技術演習ノート用紙は「目的」「必要物品
と手順」「発達段階に応じた留意事項」を記入するよう
になっている。学生は講義を参考に各自で看護技術演
習ノート用紙を完成させ教員へ提出、教員はこれに確
認のサインをして学生に返却する。演習当日はこの看
護技術演習ノート用紙を持参し、演習を実施する。そ
の際、新たな留意事項があれば追加記入していく。な
お、この看護技術演習ノート用紙は各自でファイリン
グし、病棟実習時には持参するよう指導している。
２）看護技術演習の実施
小児では発達段階、疾患、処置や治療状況により看
護援助のアプローチ方法が異なる。したがって、演習
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表１ 小児看護技術教育の内容と方法
項 目 内 容 方 法 授業科目名
子どもの権利を守る技術 プレパレーション 講義、VTR視聴、実技演習 小児看護学Ⅱ
バイタルサインの測定と評価 講義、VTR視聴 実技演習
子どもの健康状態を知る看護技術 身体計測と評価 講義、VTR視聴、事例、実技演習
発達の観察と評価 講義 事例
採尿 講義
腰椎穿刺 講義、VTR視聴
骨髄穿刺 講義、VTR視聴
検査・処置に必要な看護技術 静脈血採血輸液管理
講義、VTR視聴
講義、VTR視聴
経口与薬 講義 小児看護学Ⅲ
座薬 講義
吸入 講義
排泄（おむつ交換） 講義 実技演習
生活援助に必要な看護技術 食事（授乳）清拭
講義 母性にて実技演習
講義、実技演習
着脱 講義、実技演習
安全 保育所における安全技術病院における安全技術
講義、VTR視聴
講義、VTR視聴
子どもへの接近方法 成長発達に応じた遊び 講義、レポート課題
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ではあらかじめこれらの状況設定を行い、学生が子ど
もの状況に応じた看護技術を実施できるようしてい
る。
２)―１．?バイタルサインの測定」（図２）
先行研究では、臨地実習で学生が子どものバイタル
サインの測定を適切に行えない要因として、「子どもの
小さく弱い心音や呼吸音が聞き取れない」「子どもの協
力が得られない場合の対応ができない」といったこと
が挙げられている??。このため、発達段階に応じた対応
ができるように①乳児のバイタルサインを測定する
ブースと、②幼児のバイタルサインを測定するブース、
さらに子どもの心音、呼吸音、脈拍を体験できるよう
に③バイタルサインズ人形ブースの３か所を設置して
いる。なお、②のブースではベッド柵の取扱いの演習
もできるようにしている。教員はブースごとに１名を
配置して指導を行い、学生はローテーションによって
すべてのブースで演習を行う。
状況設定は、①の発達段階は乳児期前半と乳児期後
半、②の発達段階は幼児期後半で、疾患名は①②とも
に肺炎である。
バイタルサイン測定の項目は「呼吸測定」「脈拍・心
拍の測定」「体温測定」「血圧測定」「経皮的動脈血酸素
飽和濃度測定」で、チェックポイントは「子どもの発
達段階に応じて必要な物品や玩具を準備できる」「子ど
もの発達段階に応じた手順と方法（声掛け、説明、協
力を仰ぐ）で測定することができる」「子どもの発達段
バイタルサインとモニタリング
１）目的と必要物品は何だろう？
呼吸
脈拍・心拍
体温
血圧
★マンシェットの幅
サチュレーションモニター
２）標準値を調べておこう!
呼吸
脈拍・心拍
体温
血圧
サチュレーションモニター
３）子どもの成長発達に合わせた援助のポイントは何
だろう？
身体計測
１）目的と必要物品は何だろう？
身長
体重
頭囲
胸囲
２）アセスメントのための指標と標準値を調べておこ
う!
３）子どもの成長発達に合わせた援助のポイントは何
だろう？
図１ 小児看護技術演習ノート用紙（バイタルサイン、発育測定の例)
― ―37
37Paz-bulletin No.14
図２ バイタルサイン測定演習の配置と流れ
②幼児期後半バイタルサイン測定とベッド柵の取扱いコーナー ③乳児バイタルサイン視聴
体験コーナー
流れ
グループ ９：00～９：10 ９：10～９：30 ９：30～９：50 ９：50～10：10 10：10～10：30
９・10 ①乳児期バイタルサイン測定 準備
②ベッド柵取扱いと、幼児
期後半バイタルサイン測
定
③乳児期のバイタルサイン
視聴体験
11・12 準備 ①乳児期バイタルサイン測定
③乳児バイタルサイン視聴
体験
②ベッド柵取扱いと、幼児
期後半バイタルサイン測
定バイタルサイン測定
デモストレーション
13・14
②ベッド柵取扱いと、幼児
期後半バイタルサイン測
定
③乳児期のバイタルサイン
視聴体験
①乳児期バイタルサイン測
定 準備
15・16 ③乳児期のバイタルサイン視聴体験
②ベッド柵取扱いと、幼児
期後半バイタルサイン測
定
準備 ①乳児期バイタルサイン測定
①乳児期バイタルサイン測定コーナー
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階や疾患（肺炎）に応じた着眼点をもって測定するこ
とができる」「安全に留意して測定することができる」
である。
なお、③のバイタルサイン人形では、「心拍音・呼吸
音の聴取」「頸動脈・橈骨動脈の触知」「腹式呼吸の観
察」を体験してもらっている。
２)―２．?発育測定、清拭、着脱」（図３）
①発育測定と着脱を行うブースと、②清拭と着脱を
行うブースの２か所を設置し、教員はブースごとに１
名を配置して指導を行い、学生はローテーションによ
り演習を行う。
状況設定は、①の発達段階は乳児期前半、②の発達
段階は乳児期後半と幼児期で、②はさらに輸液療法の
ヘパリンロック中と経鼻カテール挿入中である。
発育測定項目は「体重測定」「身長測定」、清拭項目
は「全身清拭」、着脱項目は「ベビー服（肌着・上着）
の着脱」「幼児服（上着・ズボン）の着脱」「おむつ（含
むパンツ式）交換」で、チェックポイントは「子ども
の発達段階に応じて必要な物品や玩具を準備できる」
「子どもの発達段階と状況に応じた手順と方法（声掛
け、説明、協力を仰ぐ）で発育測定や清拭・着脱する
ことができる」「子どもの発達段階と状況に応じて安全
（含む感染防止）に留意して発育測定、清拭・着脱す
ることができる」「疾患や治療状況に留意して発育測
定、清拭・着脱することができる」である。
３）ミニッツペーパーの提出
学生は演習終了後に演習での学びを記入し、その日
のうちに提出する。
６．学内演習における学生の学び（表２)
学生のミニッツペーパーの言葉を箇条書きにして
データ化したところ、学生の学びの内容総数は446件で
あった。この中で読み取れないデータ７件を除いた439
件をカテゴリ化したところ、【看護技術に関する学び】
が321件、【小児特有のアプローチ方法に関する学び】
が71件、【小児の特性の理解に関する学び】が41件で
あった。さらに【看護技術に関する学び】は６つのサ
ブカテゴリに分類され、「バイタルサイン測定技術に関
する学び」が85件、「清拭技術に関する学び」が82件、
「発育測定技術に関する学び」が58件、「着脱技術（含
むおむつ交換）に関する学び」が46件、「ベッド柵の取
扱いに関する学び」が44件、「その他の技術に関する学
び」が６件であった。【小児特有のアプローチ方法に関
する学び】は２つのサブカテゴリに分類され、「子ども
へのアプローチ方法に関する学び」が72件、「親へのア
プローチ方法に関する学び」が５件であった。さらに、
【小児の特性の理解に関する学び】は２つのサブカテ
ゴリに分類され、「精神的特性からの学び」が37件「身
体的特性からの学び」が４件であった。
【看護技術に関する学び】の「バイタルサイン測定
技術に関する学び」では、?呼吸音が聞き取りにくいこ
とが分かった>?脈拍が早くて測りにくいことが分かっ
た>などの測定の難しさに関すること、?体型に合わせ
てマンシェットや聴診器を選ばなければならない>な
どの準備に関するもの、?子どもが落ち着いている時を
見計らって測定する>などの測定時の工夫に関する内
容が多かった。「清拭技術に関する学び」では、?末梢
から中枢に向かって拭く>?体を冷やさないようにす
る>など基礎看護技術の再確認に関する内容、?子ども
でもプライバシーを考える>などの人権に関する内容
であった。「発育測定技術に関する学び」「着脱技術（含
むおむつ交換）に関する学び」「ベッド柵の取扱いに関
する学び」では、?身長計測では関節が脱臼しないよう
に関節を伸展させる>?股関節脱臼をしないようにオム
ツ交換の時足を引っ張らずにお尻を上げる>?ベッド柵
を動かす時は子どもの身体を挟まないように注意す
る>などの実施時の注意事項に関する内容が多かった。
また「その他の技術に関する学び」は?赤ちゃんの抱
き方が難しい>といった抱っこに関する内容であった。
【小児特有のアプローチ方法に関する学び】の「子
どもへのアプローチに関する学び」では?声かけをし
ながら行うことが大切>?終わったときや、何かができ
た時にはほめてあげることも大切>?子どもの成長発達
に合わせて子どもに協力してもらいながら行うことも
大切>といった声掛け・褒める・できることは自分で
させるといった内容、「親へのアプローチに関する学
び」では?親への説明が大切>など説明に関する内容
であった。
【小児の特性の理解に関する学び】では「身体的特
性からの学び」よりも「精神的特性からの学び」が多
く、「身体的特性からの学び」は?動くので転落防止に
対する注意が必要>などの安全配慮に関する内容で
あった。
なお、ミニッツペーパーの内容を公表するにあたっ
ては、「個人情報は厳重に管理すること」「公表は個人
が特定されないようにすること」「研究報告以外には利
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用しないこと」を学生に説明し同意を得た。
７．お わ り に
毎回、限られた時間の中で２つ以上の技術演習を実
施するため、学生１人の実施する時間は短く、学生に
とって満足できる十分な授業展開ができたのか、課題
は多い。
学生が小児看護学実習中に遭遇する困難さについ
て、西田らは子どもが泣いて拒否することにより看護
技術を実施できないことと報告しており??、また学生
はこのような子どもの状況を予想し、あらかじめ準備
する力が弱いとの報告もある??。したがって、事前にこ
のような状況のあることを認識し、対処行動を考えて
おかなければならないことを学んでおくことは、実習
中に遭遇する困難の解決につながると谷口らは述べて
いる??。本学学生の学びの内容を見ると、小児へ看護技
術を実施することの困難さと工夫の必要性を記してい
るものが多かった。このことから、子どもに接する際
の心構えを学ぶことはできており、臨地実習における
戸惑いの軽減には繫がっていると考えられる。今後は
さらに学生が積極的に子どもと関われるレベルをめざ
した学内看護技術演習を検討していきたい。
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表２ 演習における学生の学び
カテゴリ サブカテゴリ 件数
バイタルサイン測定技術に関する学び 85
清拭技術に関する学び 82
看護技術に関する学び
発育測定技術に関する学び 58
着脱技術（含むおむつ交換）に関する学び 46
ベッド柵の取扱いに関する学び 44
その他の技術に関する学び 6
小 計 321
小児特有のアプローチ方法に関する学び
子どもへのアプローチ方法に関する学び 72
親へのアプローチ方法に関する学び 5
小 計 77
小児の特性の理解に関する学び
精神的特性からの学び 37
身体的特性からの学び 4
小 計 41
総 計 339
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